
■貸借対照表	 （税抜）

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

固 定 資 産 158億6,523万円 流 動 負 債 1億3,722万円

（有形固定資産） 158億6,434万円 営 業 未 払 金 8,027万円

土 地 3億3,174万円 営 業 外 未 払 金 　734万円

建 物 5億2,646万円 そ の 他 未 払 金 3,378万円

構 築 物 142億6,456万円 前 受 金 712万円

機 械 及 び 装 置 6億2,550万円 その他流動負債 871万円

車 輌 及 び 運 搬 具 1,314万円 資 本 金 101億8,317万円

工具器具及び備品 2,916万円 自 己 資 本 金 14億2,594万円

建 設 仮 勘 定 7,378万円 借 入 資 本 金 87億5,723万円

（無形固定資産） 89万円 剰 余 金 69億8,544万円

電 話 施 設 利 用 権 45万円 資 本 剰 余 金 57億6,634万円

ソフトウェア使用権 44万円 利 益 剰 余 金 12億1,910万円

流 動 資 産 14億4,060万円

現 金 預 金 11億2,063万円 負 債・ 資 本 合 計 173億583万円

営 業 未 収 金 2億7,181万円

営 業 外 未 収 金 29万円

そ の 他 未 収 金 1,090万円

貯 蔵 品 3,694万円

前 払 金 3万円

資 産 合 計 173億583万円

■収益と費用
（税抜）

■業務概況
給 水 戸 数 28,959（戸）

給 水 人 口 71,886（人）

年 間 有 収 水 量 9,632,238（㎥）

一 日 平 均 有 収 水 量         26,390（㎥）

一 般 用 有 収 水 量   8,211,291（㎥）

業 務 用 有 収 水 量   1,370,805（㎥）

湯 屋 用 有 収 水 量         23,591（㎥）

そ の 他 有 収 水 量         26,551（㎥）

収益費用

給水収益
11億9,548万円

その他　3,175万円

支払利息
２億2,653万円

減価償却費
５億1,752万円

受託工事収益
　7,596万円
加入金収益
　2,569万円

その他　4,236万円
純利益　1,322万円

総係費
1億893万円

原水及び浄水費　1億8,450万円
配水及び給水費　1億8,247万円
受託工事費　7,457万円

費用
13億2,627

万円

収益
13億3,949

 万円

　

平
成
25
年
度
も
引
き
続
き
水
道

事
業
の
使
命
で
あ
る
安
定
給
水
と

未
給
水
区
域
の
解
消
を
基
本
目
標

と
し
、
富
岡
地
区
で
は
、
現
在
施

工
中
の
公
共
下
水
道
事
業
と
連
携

し
、老
朽
管
を
耐
震
管
（
Ｎ
Ｓ
管
）

に
更
新
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内

主
要
管
路
に
お
い
て
も
老
朽
配
水

管
の
布
設
替
工
事
を
順
次
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
災
害
に
備
え
て
迅
速

な
給
水
活
動
が
実
施
で
き
る
よ
う

「
給
水
車
」
を
新
規
購
入
し
、
大

野
水
源
地
に
車
庫
兼
倉
庫
を
新
築

し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
災
害
等
に
強
い
水
道

の
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も

に
、
効
率
的
な
事
業
運
営
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

業
務
面
で
は
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、「
水
道
料
金
徴
収
等
業
務
」

を
民
間
業
者
に
業
務
委
託
し
、
地

区
ご
と
に
滞
納
者
へ
の
給
水
停
止

を
順
次
実
施
す
る
な
ど
収
納
率
等

の
向
上
に
努
め
た
結
果
、
現
年
度

分
・
過
年
度
分
と
も
前
年
度
実
績

を
上
回
る
成
果
を
上
げ
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
、
さ
ら
に
徴
収
強
化

に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

水
道
事
業
経
営
に
つ
い
て
は
給

水
人
口
の
減
少
や
節
水
機
器
の
普

及
等
に
よ
り
水
需
要
が
伸
び
悩
む

な
か
で
、
老
朽
水
道
施
設
の
更
新
、

耐
震
化
や
災
害
等
の
危
機
管
理
へ

の
対
応
な
ど
、
水
道
の
抱
え
る
課

題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
水
道
料
金
の
収
入
の

確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、「
阿

南
市
新
地
域
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

策
定
し
、
老
朽
施
設
の
更
新
・
耐

震
化
等
、
施
設
の
再
構
築
事
業
を

年
次
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

水
道
部
業
務
課

（
☎
22
ー
０
５
８
７
）
へ

地
方
公
営
企
業
法
第
40
条
の
２
の
規
定
に
基
づ
い
て
、

平
成
25
年
度
阿
南
市
水
道
事
業
経
営
の
業
務
概
況
に
つ

い
て
公
表
し
ま
す
。

平
成
26
年
11
月
１
日　

阿
南
市
長　

岩
浅　

嘉
仁

水
道
事
業
の
公
表
に
あ
た
っ
て

平成25年度

水道事業
業務の概況
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